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さん
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東広島市消防団
副団長
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弘
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木谷自主防災組織
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さん

プロフィル

宮川議員、岡田議員が聞く

東広島の防災
表紙写真／話をお聞きした皆さん

　今回は、地域の防災活動にご尽力されてい
る皆さんに、「東広島の防災」をテーマにイン
タビューをしてきました。
　近年頻発する災害に対して、地域において
防災に取り組むことが急務となっています。
　そこで、次の５名の方々に、防災に対する
現状と課題、今後の展望についてお話をお聞
きしました。

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
に
備
え
よ
！

Ｑ　
主
な
活
動
状
況
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

川
﨑　
昨
年
は
、
火
災
・
水
害
・
行

方
不
明
者
の
捜
索
等
で
921
人
出
動
し

ま
し
た
。
ま
た
、
規
律
訓
練
・
ポ
ン

プ
操
法
訓
練
・
放
水
訓
練
等
の
各
種

訓
練
、
啓
発
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
の
交

通
整
理
等
の
地
域
行
事
の
協
力
、
年

末
特
別
警
戒
や
消
防
出
初
式
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

渡
橋　
土
砂
災
害
の
危
険
地
域
と
い

う
こ
と
で
、い
の
一
番
に
独
自
の
防

災
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
の
が
ス
タ
ー
ト

で
す
。そ
れ
以
来
、特
に
土
砂
災
害
が

想
定
さ
れ
る
地
域
で
緊
急
連
絡
網
を

作
っ
て
の
訓
練
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺　
年
２
回
、
地
域
で
の
防
災
訓

練
を
し
て
お
り
、
毎
回
70
～
90
名
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無

線
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
は
じ
め
に
、
早
め
早
め
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
独
自
の
連
絡
メ
ー

ル
を
立
ち
上
げ
、
災
害
情
報
や
葬
儀

情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
活
動
上
の
課
題
や
不
安
な
こ
と

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

長
尾　
木
谷
地
域
は
自
主
防
災
が
で

き
て
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
防
災
意

識
が
芽
吹
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
低

い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
安
芸
津
は
気

候
温
暖
で
滅
多
に
災
害
も
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
安
全
な
地
域
だ
と
い
う
考

え
が
根
付
い
て
い
る
ん
で
す
。
普
段

か
ら
の
地
域
行
事
の
参
加
や
声
掛
け
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①：消防局防災センター
②：you 愛 sun こうちでの防災訓練の様子
③：インタビューを受ける皆さん
④：総合防災訓練
⑤：消防団の出初式

❸

❶

❷

❹ ❺

な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
の
が
最

大
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺　
少
子
高
齢
化
が
最
大
の
課
題

で
す
。
河
内
の
高
齢
者
は
43
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
支
援
者
も
高
齢
者
に

な
っ
て
い
ま
す
。

植
田　
団
員
確
保
が
最
重
要
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
密
集
地
で
は

人
は
い
る
が
活
動
に
対
す
る
理
解
者

が
少
な
い
。
周
辺
地
域
で
は
意
識
は

高
い
が
若
者
が
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
を
避
難
さ
せ
る

こ
と
に
関
し
て
、
個
人
情
報
保
護
が

壁
に
な
っ
て
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い

状
況
で
す
。

Ｑ　
今
後
の
活
動
方
針
、地
域
の
安
心
づ

く
り
の
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
﨑　

訓
練
等
を
通
し
て
災
害
対
応

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。同
時
に
、自

主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
自

助・
共
助
の
観
点
か
ら
地
域
防
災
を
充

実
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
橋　
継
続
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
防
災
訓
練
を
し
て
も
、
セ
レ

モ
ニ
ー
的
な
訓
練
で
は
実
際
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
危
機
感
を
持
っ
て
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
一
言
。

長
尾　
防
災
は
、
あ
ま
り
難
し
く
考

え
ず
、
生
活
の
中
に
取
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　
河
内
は
急
傾
斜
地
が
多
い
た

め
、
水
の
災
害
が
心
配
で
す
。
早
期

に
情
報
を
入
手
し
、
適
切
に
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
減
災
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
２
度
の
大
火
の
経
験
か

ら
防
火
に
つ
い
て
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
橋　
「
備
え
て
い
な
い
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
各
家
庭
で
備
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
で
す
。

植
田　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を
何
か
一

つ
で
も
関
わ
っ
て
お
手
伝
い
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
地
域
の
連
携
が
と
れ
て
う
ま
く

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

川
﨑　
災
害
は
い
つ
何
時
起
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、「
常
に

備
え
よ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま

で
も
想
定
外
を
な
く
し
、
普
段
か
ら

備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一 般 質 問
地
方
創
生
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

　
　
　
終
わ
ら
せ
な
い
為
に
！

質問した項目
■ 地方創生をスローガンで終わら

せない為に

宮
み や

川
か わ

　誠
や す

子
こ

（威信会）

歴
史
的
視
点
で
地
方
の

疲
弊
の
原
因
を
検
証
す
る

質　
問

　

日
本
は
お
陰
様
の
国
で
あ
り
、強

き
を
く
じ
き
弱
き
を
助
け
る
価
値

観
の
下
、緩
や
か
な
統
制
経
済
で
あ

る
日
本
型
資
本
主
義
体
制
を
持
ち
、

か
つ
て
の
日
本
は
、弱
肉
強
食
よ
り

も
日
本
型
経
済
体
制
の
方
が
優
れ

て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
。

　

地
方
が
疲
弊
し
て
い
る
原
因
は
、

意
図
的
に
バ
ブ
ル
を
つ
く
り
、破
壊

し
、弱
肉
強
食
の
市
場
原
理
主
義
が

日
本
に
押
し
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

景
気
の
好
不
況
の
波
は
、
政
府

の
政
策
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
。

　

と
り
わ
け
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
波
の
中
に
お
い
て
、
政
府

の
政
策
・
経
済
対
策
は
万
全
と
は

言
え
ず
、
そ
れ
が
今
日
の
地
方
経

済
の
低
迷
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は
、

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

市
場
原
理
主
義
か
ら
の

脱
却
が
地
方
の
未
来
を
拓
く

質　
問

　

市
場
原
理
主
義
の
下
、「
１
円

で
も
安
い
方
が
良
い
」
と
し
て
税

金
を
市
外
の
業
者
に
投
下
す
る
よ

り
も
、
少
々
高
く
て
も
、
地
元
に

お
金
を
落
と
し
て
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
自
治
体

の
正
し
い
税
金
の
使
い
方
で
あ
る
。

市
場
原
理
主
義
か
ら
脱
却
し
、
日

本
型
経
済
の
価
値
観
を
取
り
戻
す

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
、
コ

ス
ト
至
上
主
義
、
完
全
競
争
主
義

的
な
発
想
で
進
め
る
も
の
で
は
な

く
、
経
費
の
節
減
に
努
め
つ
つ
、

一
方
で
、
地
域
産
業
の
育
成
も
念

頭
に
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

価
値
を
生
み
出
す

自
治
体
経
営
を
！

質　
問

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
ら
け
で
、
確
認

作
業
ば
か
り
し
て
い
て
も
価
値
を

生
ま
な
い
。
現
実
に
も
の
を
動
か

す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
べ
き
だ
。
市

内
各
地
域
の
明
日
を
見
つ
め
、
ど

の
分
野
で
儲
け
て
い
け
ば
い
い
の

か
方
策
を
考
え
、
具
体
的
に
動
く

べ
き
だ
が
、
考
え
を
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

本
市
の
発
展
の
た
め
の
事
業
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
い
っ

た
地
域
の
成
長
を
促
す
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
行
政
の
命
題
で
あ
る
。
ま

た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
連
綿
と
行
う

た
め
に
は
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
、
本
市
な
ら
で
は
の
政
策
形

成
が
可
能
と
な
る
組
織
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。

安芸津の万葉火
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一 般 質 問
市
長
資
産
等
公
開
条
例
の

　
　
　
　
問
題
点
を
検
証
す
る

質問した項目
■条例の見直しについて
■新規条例の制定について

大
お お た に

谷　忠
た だ ゆ き

幸
（街おこしをめざす会）

具
体
事
例
に
よ
る

条
例
問
題
点
の
抽
出
①

質　
問

　

平
成
10
年
か
ら
約
13
年
間
、
蔵

王
開
発
有
限
会
社
の
取
締
役
を
兼

務
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

黄
色
い
バ
ナ
ナ
を
経
営
し
て
い
た

こ
と
が
独
自
の
調
査
で
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
か
も
め
信
用
金

庫
か
ら
平
成
10
年
に
金
１
億
４
千

万
円
を
、
平
成
12
年
に
金
２
千
万

円
を
借
り
受
け
て
い
る
。

　

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
市
長
の

資
産
等
報
告
書
に
、
本
件
に
つ
い

て
の
記
載
は
な
い
が
、
食
い
違
い

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
は
、
市
政
の
担
い
手
で
あ

る
市
長
の
資
産
等
を
み
ず
か
ら
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
性
の

確
保
と
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
図
り
、
も
っ
て
公
正
で
民

主
的
な
市
政
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
を
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
市
民
か
ら
の
信
頼
・

負
託
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
の
条
例
の
目
的
を
念
頭
に
報
告

書
を
慎
重
に
作
成
し
て
い
る
。

　

蔵
王
開
発
有
限
会
社
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
の
時
点
で
代
表
を

外
れ
て
い
る
。
ま
た
、
条
例
に
は
、

関
連
会
社
の
報
告
は
、
毎
年
４
月

１
日
に
報
酬
を
得
て
そ
の
ほ
か
の

役
員
に
つ
い
て
い
る
場
合
に
記
載

す
る
こ
と
と
規
定
を
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
報
酬
を
得
て
い
な
い
の
で
、

記
載
を
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
現
実
で
は
個
々
の
公
開
を
し

て
お
り
、
全
て
の
こ
と
に
対
し
て
、

適
正
に
対
処
し
て
い
る
。

具
体
事
例
に
よ
る

条
例
問
題
点
の
抽
出
②

質　
問

　

平
成
17
年
に
代
表
を
外
れ
た
と

あ
っ
た
が
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
も
と
も
と
有
限
会
社

に
は
、
当
時
、
代
表
取
締
役
は
な

く
、
取
締
役
し
か
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

　

平
成
17
年
は
本
当
な
の
か
。
代

表
を
外
れ
て
も
、
取
締
役
の
ま
ま

留
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

平
成
17
年
12
月
６
日
に
代
表
取

締
役
を
退
き
、
平
成
23
年
９
月
12

日
に
取
締
役
を
退
い
て
お
り
、
現

在
は
取
締
役
で
は
な
い
。

　

関
連
会
社
の
資
産
等
報
告
書
に

つ
い
て
は
、
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
作
成
し
、
公
開
を
し
て
お
り
、

記
載
の
と
お
り
で
誤
り
は
な
い
。

資産等報告書の様式
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一 般 質 問
め
ざ
せ
!!
環
境
都
市
・

　
　
　
資
源
循
環
型
社
会
を
！

質問した項目
■環境衛生事業
■地方創生事業

高
た か

橋
は し

　典
の り

弘
ひ ろ

（威信会）

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
の

現
状
と
改
善
策
は
？

質　
問

　

１
人
１
日
の
ご
み
の
排
出
量
、

資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
た
リ
サ

イ
ク
ル
率
、
ご
み
の
総
処
理
費
用

に
つ
い
て
、
廃
棄
物
行
政
の
強

化
・
問
題
解
決
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

近
年
、

＊1

４
Ｒ
が
推
進
さ
れ
、

特
に
、
リ
デ
ュ
ー
ス
と
リ
フ
ュ
ー

み
の
減
量
化
・
資
源
化
施
策
の
実

施
と
並
行
し
て
、
諸
課
題
、
新
た

な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
先
進
事

例
を
参
考
に
検
証
を
継
続
し
て
い

く
。

東
広
島
版
地
方
創
生
と

地
域
再
生
計
画
の
展
開

質　
問

　

住
民
自
治
組
織
の
一
部
で
は
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
再

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
や
実
施
計
画
な
ど
を
作
成

し
よ
う
と
動
い
て
い
る
。
地
域
の

自
主
性
を
喚
起
し
、
地
域
が
動
き

始
め
る
こ
と
が
全
体
の
創
生
へ
と

つ
な
が
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

国
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全

な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地

域
と
地
域
を
連
携
す
る
」、「
地
方

へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
」
に
は
、
官
主
導
で
な
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、

ズ
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
官
民
一
体
で
、
レ
ジ
袋
の
有

料
化
と
家
庭
ご
み
指
定
袋
制
度
を

導
入
し
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
ご

地
域
の
実
情
と
課
題
、
背
景
を
認

識
し
、
地
域
活
性
化
施
策
の
展
開

を
効
果
的
に
す
る
見
き
わ
め
が
必

要
で
、
各
種
団
体
や
、
住
民
自
治

協
議
会
、
大
学
生
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
る
。

火
葬
場
整
備
事
業
の

指
定
管
理
選
定
に
つ
い
て

質　
問

　

分
離
発
注
は
、
責
任
を
明
確
に

し
、
設
備
の
延
命
化
に
よ
る
長
期

的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減

が
図
ら
れ
、
指
定
管
理
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
み
出
す
。
特

殊
な
要
因
を
持
つ
斎
場
施
設
に
対

す
る
本
市
の
対
応
を
問
う
。

答　
弁
／
古
川
生
活
環
境
部
長

　

火
葬
場
は
、
特
殊
な
設
備
を
有

し
て
お
り
、
常
に
正
常
に
稼
働
さ

せ
る
た
め
、
保
守
点
検
な
ど
の
安

定
し
た
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
指

定
管
理
者
制
度
導
入
に
は
、
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
生
か
し
つ
つ
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
最
小
限
に
抑
え
る
工

夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東広島市環境先進都市ビジョン

＊1　 4R…発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再
生利用（リサイクル）、不要なものは受け取らないよ
うにする行動（リフューズ）
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一 般 質 問
憲
法
９
条
を
守
り
、

市
民
の
医
療・福
祉
の
増
進
を
！

質問した項目
■平和行政について
■国民健康保険会計について
■子どもの医療費の負担について
■寺西小学校の分離新設について

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

世
界
平
和
を
希
求
す
る

た
め
戦
争
法
に
反
対
を

質　
問

　

こ
と
し
は
、
戦
後
70
年
、
被
爆

70
年
の
年
で
す
。
核
兵
器
の
廃
絶

の
た
め
に
国
を
超
え
て
、
人
々
の

草
の
根
の
連
帯
の
輪
が
ど
ん
ど
ん

と
広
が
っ
て
、
市
は
巡
回
原
爆
展

の
取
り
組
み
を
支
援
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
進
め
る
戦
争
立
法
は
、
憲

法
第
９
条
に
反
す
る
が
、
市
長
の

所
見
を
問
う
。

言
」
に
掲
げ
た
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
を
求
め
、
国
内
の
関
係
自

治
体
と
連
携
し
、
平
和
行
政
を
推

進
す
る
。
な
お
、
防
衛
・
安
全
保

障
に
つ
い
て
は
、
国
の
専
権
事
項

で
、
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
見

解
を
申
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
解
消
に

医
療
費
の
負
担
軽
減
を

質　
問

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
や

軽
減
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ

る
。
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
早
期
の
計
画
の
策
定

を
し
て
ほ
し
い
。

答　
弁
／
和
田
福
祉
部
長

　

制
度
の
拡
大
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
将
来
の
安
定
的
で
継
続
的

な
制
度
運
営
を
前
提
に
対
象
年
齢

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
な
ど
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
他
の
市
町
村

の
助
成
制
度
も
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
た
い
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

全
世
界
の
平
和
を
願
い
「
平

和
・
非
核
兵
器
都
市
東
広
島
市
宣

学
校
の
分
離
分
設
の

説
明
の
進
め
方
は
問
題

質　
問

　

反
対
住
民
は
、
提
訴
さ
れ
、
ほ

か
に
も
多
く
の
反
対
の
声
も
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
、「
粛
々
と
進

め
る
」
と
い
う
回
答
の
ま
ま
、
Ｄ

案
の
土
地
に
計
画
、
予
算
化
さ
れ

た
。
こ
れ
で
は
、
住
民
を
分
断
し
、

将
来
ほ
か
の
事
業
で
協
力
を
し
て

も
ら
え
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

反
対
を
さ
れ
て
い
る
住
民
へ
の
対

応
を
求
め
る
。

答　
弁
／
増
田
学
校
教
育
部
長

　

寺
西
小
学
校
の
分
離
新
設
に
は
、

昨
年
、
４
回
の
地
元
説
明
会
を
行

い
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
候
補
地
の
優
位

性
が
最
も
高
い
と
し
た
見
解
を
説

明
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
概
略
設
計
を
行
い
、

配
置
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

こ
う
し
た
説
明
会
の
手
続
を
通
じ

て
、
大
多
数
の
方
の
理
解
を
得
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

黒瀬支所に設置されている
非核自治体宣言
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一 般 質 問
魅
力
あ
ふ
れ
る
主
体
的
な

　
　
責
任
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

質問した項目
■ 地方創生、魅力あふれる主体的

なまちづくりについて
■ 安心・安全なまちづくりについ

て
■農業政策について

奥
お く

谷
や

　求
もとむ

（創志会）

地
方
が
自
ら
考
え
責
任
を

も
っ
た
戦
略
と
は
！

質　
問

　

①
本
市
の
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い

て
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
本

市
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
問
う
。

　

②
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す

た
め
、
日
本
版

＊2

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
検

討
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
問

う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

①
国
か
ら
の
上
乗
せ
交
付
金
の

活
用
を
踏
ま
え
、10
月
末
ま
で
に
戦

略
を
策
定
す
る
方
向
で
進
め
て
い

る
。方
向
性
と
し
て
は
、大
学・試
験

研
究
機
関・産
業
分
野
な
ど
の
本
市

の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、住
み
や

す
さ
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

　

②
全
国
の
事
例
を
見
る
と
、
高

齢
者
が
地
方
に
来
る
こ
と
に
よ
る

自
治
体
の
負
担
や
医
師
数
の
減
少

な
ど
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

被
害
急
増
、
特
殊
詐
欺
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
！

質　
問

　

本
市
で
も
、
今
年
に
入
り
、
既

に
１
億
円
を
超
え
る
特
殊
詐
欺
の

被
害
が
出
て
い
る
。
被
害
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
50

歳
代
の
方
に
も
忍
び
寄
っ
て
い
る
。

市
民
の
安
全
、
安
心
、
財
産
を
守

る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
古
川
生
活
環
境
部
長

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

被
害
の
状
況
や
手
口
を
知
っ
て
も

ら
い
、
正
し
い
対
処
が
で
き
る
よ

う
周
知
や
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
か
わ
ら

版
」、
Ｆ
Ｍ
東
広
島
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
常
に
最
新

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、

消
費
者
に
も
だ
ま
さ
れ
な
い
知
識

を
身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

県
内
最
大
の
農
業
地
帯
、

強
い
農
業
づ
く
り
へ

質　
問

　

本
市
は
農
業
法
人
設
立
数
も
多

く
、
農
業
従
事
者
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
な
、
新
た
な
予
算
措
置
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

農
地
集
積
を
推
進
す
る
担
い
手

育
成
に
加
え
、
農
作
物
等
の
被
害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
対
策
と
し
て
、
県
・
近
隣
市

町
や
各
捕
獲
班
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
侵
入
防
止
・
捕
獲
の
両
面

か
ら
継
続
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

農
業
振
興
に
お
け
る
柱
と
な
る
事

業
に
対
し
、
積
極
的
な
予
算
確
保

を
行
っ
て
い
る
。

消費生活センターが発行する
「かわら版」

＊2　 CCRC…高齢者が移り住み、健康時から介護・医療が必
要となる時期まで継続的なケアや生活支援サービス等を
受けながら生涯学習や社会活動等に参加するような共同
体（Continuing Care Retirement Community）
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一 般 質 問
こ
れ
か
ら
の「
市
民
協
働
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」を
問
う

質問した項目
■住民自治協議会について
■自主防災組織について

中
な か が わ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

住
民
自
治
協
議
会
の
活
動

と
今
後
に
つ
い
て

質　
問

　

①
平
成
23
年
度
か
ら
組
織
化
さ

れ
、
現
在
、
47
の
住
民
自
治
協
議

会
が
発
足
し
て
い
る
。
各
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
中
、
地
域
の
諸
問
題
を
抱
え

な
が
ら
活
動
を
し
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

②
行
政
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
、
さ
ら
に

住
民
自
治
協
議
会
の
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
上
で
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

①
住
民
自
治
協
議
会
の
中
に
は
、

平
成
17
年
２
月
の
合
併
以
前
か
ら

組
織
を
設
立
し
、
既
に
10
年
以
上

に
わ
た
り
小
学
校
区
一
円
で
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

地
域
も
あ
れ
ば
、
設
立
し
た
ば
か

り
で
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

め
ば
い
い
の
か
手
探
り
状
態
の
地

域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
取
り
組

み
状
況
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決

や
目
標
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　

②
活
動
拠
点
の
確
保
の
ほ
か
、

市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
の
運
用
支

援
や
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
に
配
置

し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
各
種
研
修
の
支

援
な
ど
、
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
連
携
の
と
れ
る
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
に
つ
い
て

質　
問

　

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
の
多
発
に
よ
り
、各
地
域
で

自
主
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。ま
た
、立
ち
上
げ
後
の
組
織

強
化
に
つ
い
て
は
、市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
弁
／
松
尾
総
務
部
長

　

47
の
住
民
自
治
協
議
会
の
う
ち

33
の
住
民
自
治
協
議
会
に
お
い
て

自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
世
帯
数
に
よ
る
組
織
率
は

86
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
組
織

化
は
大
幅
に
進
ん
で
き
た
が
、
立

ち
上
が
っ
て
間
も
な
い
組
織
も
多

い
こ
と
か
ら
、
活
動
を
担
う
人
材

の
育
成
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対

応
と
し
て
、
職
員
が
自
主
防
災
組

織
の
協
議
や
訓
練
に
参
加
し
、
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

づ
く
り
な
ど
の
提
案
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

自主防災組織による訓練の様子
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一 般 質 問
安
心
安
全
・
魅
力
の
あ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

質問した項目
■通学路の安全確保について
■緑あふれる環境整備について

小
お

川
が わ

　宏
ひ ろ

子
こ

（公明党）

通
学
路
の
安
全
確
保
に

現
場
の
声
を
！

質　
問

　

日
ご
ろ
か
ら
保
護
者
や
地
域
か

ら
、
通
学
路
の
危
険
個
所
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
が
、
危
険
箇
所

へ
の
改
善
要
望
に
対
し
て
も
っ
と

迅
速
に
対
処
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
作
り
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
対
応
が

困
難
な
箇
所
に
対
し
て
も
説
明
責

任
が
あ
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
弁
／
増
田
学
校
教
育
部
長

　

通
学
路
の
改
善
要
望
に
対
し
て

は
、
要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
後

に
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議
に
お

い
て
抽
出
し
た
危
険
箇
所
の
合
同

点
検
を
実
施
し
、
対
策
案
の
検
討

及
び
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
箇
所
は
、
各
管
理
者
に

お
い
て
安
全
対
策
の
検
討
及
び
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
対
策
実
施
後
に
つ
い
て
は
、

期
待
し
た
効
果
が
上
が
っ
た
か
に

つ
い
て
、
学
校
関
係
者
か
ら
意
見

の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
対
策
内
容
の

改
善
や
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

改
善
要
望
の
う
ち
、
横
断
歩
道

の
設
置
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
箇

所
や
、
必
要
な
用
地
の
提
供
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
歩
道
の

設
置
が
困
難
で
あ
る
箇
所
な
ど
、

対
応
が
困
難
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
代
替
案
の

検
討
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
学
校

と
の
連
携
も
密
に
し
て
粘
り
強
く

要
望
し
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

並
木
通
り
に
東
広
島
の

創
出
を
！

質　
問

　

ブ
ー
ル
バ
ー
ル
な
ど
の
街
路
の

樹
木
に
名
前
プ
レ
ー
ト
を
付
け
る

こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
「
自
然
と
の
共
生
」
を
実
感
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答　
弁
／
下
田
副
市
長

　

樹
名
板
（
名
前
プ
レ
ー
ト
）
は
、

街
路
樹
に
対
す
る
知
識
を
提
供
し

親
近
感
を
抱
い
て
い
た
だ
く
た
め
、

主
と
し
て
多
く
の
市
民
が
行
き
交

う
市
街
地
の
街
路
に
お
い
て
設
置

し
て
い
た
。
し
か
し
、
経
年
劣
化

に
よ
り
、
樹
名
板
の
数
が
減
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

樹
名
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

通
行
者
に
ど
の
よ
う
な
種
類
が
植

栽
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る

こ
と
に
よ
り
、
樹
木
に
対
す
る
愛

護
と
普
及
啓
発
を
図
る
効
果
が
期

待
を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ブールバール街路樹の樹木板
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一 般 質 問
住
み
た
い・住
み
続
け
た
い

　
「
ま
ち
」を
め
ざ
し
て

質問した項目
■農業法人の課題について
■地域公共交通について
■ 子ども・子育て支援新制度につ

いて

石
い し

原
は ら

　賢
け ん

治
じ

（市民クラブ）

持
続
可
能
な
集
落
法
人
に

す
る
た
め
に

質　
問

　

法
人
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

担
い
手
が
必
要
で
す
。
そ
の
確
保

の
た
め
の
支
援
や
、
結
果
の
出
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

平
成
10
年
か
ら
園
芸
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
新
規
就
農
者
の
育
成
研

修
事
業
と
し
て
研
修
生
を
受
け
入

れ
、
実
践
的
な
知
識
や
、
基
本
技

術
を
修
得
さ
せ
就
農
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
平
成
25
、
26
年

度
に
は
、
法
人
の
園
芸
作
物
の
担

い
手
と
し
て
２
人
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
将
来
導
入
す
る
園
芸
作
物

に
つ
い
て
研
修
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
修
了
者
の
中
に
は
集
落
法
人

へ
の
就
農
に
結
び
つ
い
て
い
る
事

例
も
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

広
島
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
法
人

が
常
時
雇
用
を
含
め
た
後
継
者
を

安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
、
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。

自
由
な
移
動
が
で
き
る

交
通
手
段
の
導
入
を

質　
問

　

交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
、
移

動
制
約
者
の
た
め
の
移
動
手
段
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
持

続
可
能
で
よ
り
有
利
な
方
法
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

答　
弁
／
前
延
企
画
振
興
部
長

　

交
通
事
業
者
と
の
役
割
分
担
の

も
と
で
、
高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス

や
通
学
支
援
な
ど
、
福
祉
や
教
育

分
野
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、

利
便
性
の
み
な
ら
ず
関
係
法
令
を

十
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
安
全
性

の
確
保
に
も
留
意
し
つ
つ
、
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
手
段
の
確
保
を
探
っ

て
ま
い
り
た
い
。

子
ど
も
の
た
め
の
保
育

環
境
・
処
遇
の
改
善
を

質　
問

　

子
ど
も
を
安
全
に
保
育
す
る
た

め
に
も
、
施
設
の
安
全
は
も
と
よ

り
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
や
保
育
士
の
処
遇
改

善
も
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
保
育

士
の
確
保
及
び
保
育
の
質
の
向
上

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答　
弁
／
和
田
福
祉
部
長

　

公
立
保
育
所
の
臨
時
・
非
常
勤

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

等
の
変
化
や
他
市
と
の
比
較
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
前
向
き
に

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
処
遇
改
善
に
よ
り
不
足
し
て

い
る
保
育
士
の
確
保
及
び
保
育
の

質
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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一 般 質 問
企
業
会
計
手
法
導
入
に
よ
る

　
　
　
財
政
の
見
え
る
化
促
進

質問した項目
■ 山陽自動車道と幹線道路のアク

セスについて
■新地方公会計について
■ 地域センターと住民自治協議会

と生涯学習について

天
あ ま

野
の

　正
ま さ か つ

勝
（創志会）

新
地
方
公
会
計
へ
の

取
り
組
み
と
情
報
開
示

質　
問

　

新
公
会
計
制
度
で
は
、日
々
の

事
象
を
即
座
に
仕
訳
す
る
日
々
仕

訳
方
式
と
、一
年
分
を
ま
と
め
て
行

う
期
末
一
括
方
式
が
あ
る
が
、検
証

精
度
、期
間
途
中
で
の
財
務
状
況
の

把
握
及
び
早
期
の
財
務
書
類
作
成

に
資
す
る
日
々
仕
訳
方
式
を
採
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
、本
市
の
取
り

組
み
や
仕
訳
方
式
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
石
丸
財
務
部
長

　

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
総
務
省

方
式
改
訂
モ
デ
ル
に
よ
り
財
務
書

類
を
作
成
し
、
既
に
固
定
資
産
台

帳
を
作
成
し
て
お
り
、
一
部
を
財

務
書
類
に
反
映
し
て
い
る
。
現
在
、

関
係
団
体
を
合
わ
せ
た
連
結
財
務

書
類
を
作
成
す
る
た
め
時
間
を
要

し
て
い
る
が
、
早
い
時
期
に
わ
か

り
や
す
い
財
務
書
類
の
公
表
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
仕

訳
方
式
に
つ
い
て
も
効
率
性
と
作

成
事
務
の
負
荷
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
導
入
推
進

質　
問

　

岡
山
県
で
は
岡
山
イ
ン
タ
ー
そ

ば
の
吉
備
ＳＡ
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
導
入
し
確
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。奥
屋
ＰＡ
と
ひ
が
し
ひ

ろ
し
ま
聖
苑
付
近
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
れ
ば
、交

通
集
中
の
分
散
化
が
図
ら
れ
、同
時

に
企
業
誘
致
に
も
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
弁
／
下
田
副
市
長

　

奥
屋
ＰＡ
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、交
通
量
分
散
の
期
待
が
で
き

な
い
こ
と
、ま
た
、ひ
が
し
ひ
ろ
し

ま
聖
苑
付
近
に
つ
い
て
は
、地
形

的
理
由
に
よ
り
設
置
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。今
後
、地
元
の
動
向

を
う
か
が
い
な
が
ら
、事
業
実
施

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
域
セ
ン
タ
ー
空
白
地
区

の
市
民
サ
ー
ビ
ス

質　
問

　

地
域
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
と

な
い
地
域
と
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
市
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
と
考
え
る

が
、
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

地
域
セ
ン
タ
ー
の
な
い
地
域
の

住
民
自
治
協
議
会
の
活
動
拠
点
に

つ
い
て
は
、
既
に
既
存
施
設
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
事

務
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
当

面
、
事
務
職
員
の
配
置
は
せ
ず
、

地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
の
拠
点

加
算
に
お
い
て
支
援
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

スマートインターチェンジ
（出典：国土交通省ホームページ）
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一 般 質 問
「
被
爆
70
周
年
」、平
和
へ
の

　
　
　
ゆ
る
ぎ
な
い
意
志
を

質問した項目
■ 日本一住み良いまちづくりは福

祉行政が要
■ 「被爆70周年」にあたり、平和

行政の一層の推進を

赤
あ か

木
ぎ

　達
た つ

男
お

（市民クラブ）

「
安
保
法
」、
学
者
・
国
民

の
大
半
が
「
違
憲
」

質　
問

　

被
爆
・
戦
後
70
周
年
と
い
う
節

目
の
年
に
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
あ
る
安
全
保
障
関
連

法
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
を
強
引

に
転
換
さ
せ
る
こ
と
は
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

本
年
は
被
爆
70
年
、
平
和
・
非

核
兵
器
都
市
東
広
島
市
宣
言
か
ら

30
年
の
節
目
で
あ
る
。
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を

訴
え
続
け
、
平
和
行
政
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

会
で
は
平
和
安
全
法
制
関
連
２
法

案
に
つ
い
て
憲
法
解
釈
等
も
含
め

議
論
さ
れ
て
お
り
、
国
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
議
論
を
尽
く
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
要
は
福
祉

質　
問

　

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
要
は
福
祉
行
政
に
あ
る
と
考
え

る
。
障
が
い
者
を
は
じ
め
誰
も
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
整
っ
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の

要
と
な
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
全
体

像
を
描
き
、
構
築
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、可
能

な
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
に
お
い

て
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
基
盤

づ
く
り
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、2025
年

ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。地
域
住
民
に
安
全
・

安
心
・
健
康
が
確
保
さ
れ
、住
み
な

れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
、日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

障
が
い
者
福
祉
、家
族
介
護

者
の
支
援
拡
充
を

質　
問

　

障
が
い
者
家
族
へ
の
支
援
を
含

め
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答　
弁
／
和
田
福
祉
部
長

　

24
時
間
相
談
受
け
付
け
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
、地
域
体

制
づ
く
り
の
機
能
を
担
う
地
域
生

活
支
援
拠
点
を
平
成
29
年
度
末
ま

で
に
整
備
す
る
。地
域
で
の
見
守
り

活
動
な
ど
社
会
資
源
も
活
用
し
つ

つ
、障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
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一 般 質 問
英
語
教
育
を
強
化
せ
よ
!! 質問した項目

■地方創生について
■再生可能エネルギーについて
■英語教育について

重
し げ

光
み つ

　秋
と き

治
じ

（威信会）

本
市
の
目
指
す
英
語
レ
ベ

ル
は
？

質　
問

　

国
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
2020
年
ま
で
に
、
ア
ジ

ア
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
英
語

力
を
目
指
す
と
い
う
方
針
を
示
し

て
い
る
が
、
本
市
で
の
目
標
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
達

成
度
も
含
め
て
見
解
を
伺
う
。

答　
弁
／
下
川
教
育
長

　

本
市
の
目
標
は
、
児
童
が
外
国

語
特
有
の
音
や
リ
ズ
ム
な
ど
に
な

れ
親
し
み
、
体
験
を
通
し
て
言
語

や
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素

地
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
外
国
人
指
導
助
手
及
び
地

域
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
音
声
指
導
を
中
心
と
し
た
学

習
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
達
成

度
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
が
進

む
中
で
具
体
的
に
提
示
し
て
い
き

た
い
。

話
せ
る
英
語
を
学
ぼ
う

質　
問

　

東
京
都
は
、英
語
村
の
設
置
を

は
じ
め
、海
外
留
学
の
支
援
な
ど
英

語
教
育
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
国
際

感
覚
豊
か
な
若
者
の
育
成
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。本
市
も
こ
れ
に
倣

い
英
語
村
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
弁
／
下
川
教
育
長

　

英
語
村
を
つ
く
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、平
成
27
年
３
月
に

「
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
」の
主

催
で
、英
語
村
が
開
催
さ
れ
、
１
日

英
語
だ
け
を
使
い
、外
国
の
方
と
の

や
り
と
り
や
、ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ

て
、英
語
を
使
用
す
る
機
会
の
充
実

や
体
験
的
な
異
文
化
理
解
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
た
。300
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
、国
際
感
覚
を
磨
く
こ
と

が
で
き
る
教
育
資
源
に
恵
ま
れ
た

地
域
の
強
み
を
生
か
し
て
、英
語
教

育
の
推
進
や
国
際
理
解
教
育
の
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
取
り
組

み
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

ど
う
な
る
？
太
陽
光
発
電

の
こ
れ
か
ら

質　
問

　

太
陽
光
発
電
は
、
こ
こ
数
年
か

な
り
の
伸
び
を
示
し
て
き
た
が
、

補
助
金
の
終
了
、
売
電
価
格
の
下

げ
に
よ
り
、
全
国
的
に
も
動
き
の

変
化
が
見
ら
れ
る
。
本
市
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
所
見

を
伺
い
た
い
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

一
般
住
宅
用
は
、平
成
20
年
度

と
平
成
25
年
度
を
比
較
す
る
と
3.46

倍
、公
共
施
設
へ
は
、施
設
内
の
電

力
を
補
う
も
の
と
し
て
、市
役
所

本
庁
舎
な
ど
現
在
７
施
設
へ
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、今
後
東
広
島
芸

術
文
化
ホ
ー
ル「
く
ら
ら
」に
も
新

た
に
導
入
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

外国人教師による
指導風景
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一 般 質 問
地
方
創
生
の
新
た
な
視
点
で

　
　
　
住
み
よ
い
東
広
島
を
！

質問した項目
■地方創生戦略の推進ついて
■ インターネットリテラシー・情

報マナーの取り組みについて
■ 空き家対策特措法の具体的な展

開について

竹
た け

川
が わ

　秀
ひ で

明
あ き

（公明党）

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

地
方
創
生
戦
略
未
来
視
点

質　
問

　

①
具
体
的
戦
略
を
立
て
る
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
②
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
教
育
の
環
境
整
備
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
③
地
域
産
業

の
競
争
力
強
化
や
企
業
誘
致
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／�

藏
田
市
長
、
和
田
福
祉

部
長
、
前
藤
産
業
部
長

　

①
国
の
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
制
度
の
活
用
な
ど
を
検
討
す

る
。
②
切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進

し
て
い
く
。
③
中
小
企
業
事
業
高

度
化
の
支
援
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
育
成
、
産
学
金
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
及
び
産
業
人
材
の
育
成

等
の
施
策
を
実
施
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
継
続
し
て
生
ま
れ
る
環

境
、
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

企
業
誘
致
は
整
備
中
の
産
業
団
地

へ
の
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー・

情
報
マ
ナ
ー
の
必
然

質　
問

　

①
青
少
年
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

被
害
か
ら
守
っ
て
い
く
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
認
知
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
学
校
、
自
治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
増
田
学
校
教
育
部
長

　

①
児
童
生
徒
・
親
子
を
対
象
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
家
庭
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
非
行
防

止
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
②
学

校
で
は
、
学
級
活
動
や
情
報
モ
ラ

ル
教
育
を
、
教
育
委
員
会
で
は
青

少
年
健
全
育
成
啓
発
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
特
措
法
制
度
化

に
よ
る
具
体
策
の
可
視
化

質　
問

　

①
特
定
空
き
家
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
②
空
き
家
の
所
有
者
な
ど

の
維
持
管
理
や
処
分
、
利
活
用
の

相
談
や
周
辺
住
民
の
苦
情
に
応
じ

る
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
③
空
き

家
を
有
効
活
用
す
る
方
策
に
つ
い

て
問
う
。

答　
弁
／
下
田
副
市
長
、

　
　
　
　
前
延
企
画
振
興
部
長

　

①
助
言
や
指
導
に
よ
り
自
己
管

理
責
任
を
促
し
、
対
応
状
況
に

よ
っ
て
勧
告
、
命
令
、
代
執
行
の

順
に
、
慎
重
に
手
続
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
②
空
き
家
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、
全
庁
的
な
連
携
に

よ
り「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」

を
設
け
て
ま
い
り
た
い
。
③
住
民

自
治
協
議
会
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
空
き
家
の
有
効
活
用
方
策
に

つ
い
て
の
検
討
も
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
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一 般 質 問
高
齢
者
運
転

　
　
　
　
安
全
対
策
に
つ
い
て

質問した項目
■高齢者運転安全対策について
■ふるさと納税制度について
■市営駐車場について伺う

加
か

根
ね

　佳
よ し

基
き

（公明党）

返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度
に

つ
い
て
伺
う

質　
問

　

い
ざ
運
転
免
許
書
を
返
納
し
て

み
る
と
、
移
動
手
段
が
な
く
な
り
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
移
動
は
費
用
負

担
も
か
か
る
な
ど
、
何
か
と
不
便

に
な
る
。
本
市
の
返
納
者
サ
ポ
ー

ト
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
弁
／
松
尾
総
務
部
長

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成
の
事
例
が

あ
る
が
、
本
市
で
は
免
許
を
取
得

し
て
い
な
い
方
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
整
備
、

移
動
困
難
な
方
へ
の
支
援
策
と
あ

わ
せ
て
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
高
齢

者
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
タ

ク
シ
ー
割
引
乗
車
券
の
交
付
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
運
賃
割
引

制
度
を
設
け
て
い
る
の
で
周
知
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

質　
問

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、
特

産
品
な
ど
の
お
礼
の
品
を
送
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
本
市
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
き
っ
か
け
に
商
品
の
リ

ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
ど

う
か
伺
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

現
在
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
納

付
い
た
だ
い
た
市
外
の
方
に
対
し

て
、
礼
状
と
広
報
紙
、
観
光
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
等
を
送
付
し
て
い
る
。

今
後
本
市
も
、
特
産
品
に
よ
る
返

礼
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特

産
品
が
広
く
全
国
に
知
ら
れ
、
販

路
が
拡
大
し
、
地
場
産
業
の
活
性

化
や
観
光
振
興
へ
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
10
月
の
運
用
開
始
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

質　
問

　

西
条
岡
町
駐
車
場
に
つ
い
て
の

設
置
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
今
後
、

駐
車
場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
さ

れ
る
の
か
伺
う
。

答　
弁
／
下
田
副
市
長

　

西
条
岡
町
駐
車
場
を「
く
ら
ら
」

の
開
館
ま
で
に
立
体
化
す
る
計
画

だ
が
、
収
容
台
数
220
台
以
上
、
安

全
対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
緊
急
時
の
連
絡
手
段
の
確

保
な
ど
を
条
件
と
し
、
料
金
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
、
活
用
基
礎

調
査
業
務
に
お
い
て
、
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
慎

重
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高齢者を対象とした交通安全教室
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一 般 質 問
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
の

　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て

東広島市生活支援センターの
パンフレット

質問した項目
■介護保険事業について
■生活困窮者自立支援法について

岩
い わ さ き

崎　和
か ず ひ と

仁
（創生会）

介
護
保
険
制
度
移
行
に
伴

う
取
り
組
み
方
針

質　
問

　

今
回
は
、
医
療
か
ら
介
護
、
施

設
か
ら
在
宅
へ
の
方
向
を
踏
ま
え

た
改
革
で
、
社
会
保
障
の
考
え
方

を
自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
を

基
本
と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
完
成
に
向
け
た
第
一
歩
で

も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
互
助
、
共
助

を
促
進
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
回
数
な
ど

を
ポ
イ
ン
ト
に
か
え
る
な
ど
、
人

と
人
と
を
つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整

備
を
推
進
す
る
た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、社

会
福
祉
法
人
な
ど
で
構
成
す
る
協

議
体
の
設
置
や
連
携
体
制
づ
く
り

を
担
う
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
や
担
い
手
の
養
成
、ま
た
ポ

イ
ン
ト
制
度
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
参
加
促
進
策
の
検
討
、関

係
者
間
の
情
報
共
有
な
ど
を
行
い
、

地
域
支
援
事
業
へ
の
円
滑
な
移
行

を
着
実
に
進
め
、要
支
援
者
自
身
の

能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が
営

め
る
よ
う
取
り
組
む
。

東
広
島
市
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み

質　
問

　

就
労
準
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

豊
中
市
の
地
域
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
隣
接
市
も
含
め
、
現
在

３
千
社
の
企
業
情
報
を
有
し
、
求

人
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
無
料

職
業
紹
介
事
業
は
企
業
側
の
ニ
ー

ズ
や
業
務
改
善
に
か
か
わ
る
と
い

う
視
点
を
重
視
し
、
事
業
所
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
利
用
者
が
働

き
や
す
く
、
職
場
に
定
着
で
き
る

関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

社
会
環
境
の
違
い
か
ら
、
同
じ
こ

と
を
す
れ
ば
同
じ
成
果
が
得
ら
れ

る
と
は
思
え
な
い
が
、
部
局
を
超

え
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
弁
／
和
田
福
祉
部
長

　

就
労
支
援
の
重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、豊
中
市
の
地
域
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
、無
料
職
業
紹
介
事
業
等

も
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、相
談
者
の
ニ
ー
ズ
や
、

取
り
組
み
可
能
な
事
業
所
の
把
握

を
す
る
こ
と
と
し
、相
談
者
の
就
労

ニ
ー
ズ
を
分
析
す
る
中
で
、事
業
の

実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。ま
た
、就
労
訓
練
、就
労
体
験

が
で
き
る
よ
う
、社
会
福
祉
法
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
就
労
に
関
係
す
る
部
局

が
連
携
し
た
就
労
支
援
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
庁
内
の
連
携
体
制

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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農
業
で
元
気
に
な
る

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

本
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
問
う

質　
問

　

第
２
次
東
広
島
市
農
業
振
興
基

本
計
画
の
基
本
理
念
の
一
つ
と
し

て
、
活
力
あ
る
地
域
農
業
の
実
現

を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

担
い
手
育
成
を
重
点
施
策
と
位

置
づ
け
、
集
落
法
人
の
育
成
や
認

定
農
業
者
へ
の
支
援
を
中
心
に
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
就
農
者
育
成
研
修
事
業
に
よ
り

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
実
践
的
な

知
識
や
基
本
技
術
を
習
得
し
、
就

農
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
女
性
や
定
年
帰
農
者
を

対
象
に
野
菜
、
花か

き卉
、
果
樹
の
生

産
講
座
や
園
芸
日
曜
講
座
を
開
講

し
、
多
様
な
担
い
手
の
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て

質　
問

　

地
域
農
業
の
振
興
と
農
業
所
得

の
向
上
策
、地
域
住
民
の
生
活
の
安

定
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
56
年
に
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
た
が
、生
産
と
消
費
現

場
の
要
望
に
応
え
る
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

Ｊ
Ａ
が
推
進
す
る
野
菜
７
品
目

を
中
心
に
産
地
の
拡
大
を
推
進
し
、

担
い
手
の
育
成
、
確
保
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
消
費

者
に
安
定
し
た
生
鮮
食
料
品
を
供

給
す
る
体
制
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
強
み
を
生
か
し
、
安
定
し
た
供

給
体
制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

生
産
、
流
通
、
消
費
の
実
態
を
的

確
に
把
握
し
、
地
方
卸
売
市
場
と

し
て
の
役
割
り
が
果
た
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
街
化
調
整
区
域
で
の
開
発

に
つ
い
て
問
う

質　
問

　

本
年
４
月
１
日
の
都
市
計
画
法

の
改
正
に
伴
い
、市
街
化
調
整
区
域

内
に
お
い
て
開
発
行
為
等
の
許
可

の
対
象
と
な
る
建
築
物
の
用
途
と

区
域
が
追
加
さ
れ
た
。優
良
農
地
の

保
全
や
防
災
の
観
点
か
ら
も
、調
和

の
と
れ
た
計
画
的
な
都
市
建
設
が

で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
が
、市
の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
来
得
都
市
部
長

　

改
正
に
よ
り
、指
定
道
路
を
追
加

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、沿
道
区
域
に

つ
い
て
は
、い
ま
ま
で
も
共
同
住
宅

等
が
建
築
可
能
で
あ
っ
た
区
域
に

お
い
て
、新
た
に
一
定
規
模
の
店
舗

や
飲
食
店
な
ど
の
立
地
が
可
能
と

な
っ
た
も
の
で
、虫
食
い
の
状
態
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

一 般 質 問

質問した項目
■農業振興について
■市街化調整区域について

岡
お か

田
だ

　育
い く そ う

三
（創生会）

農村の風景
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平成27年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会

議決した案件
●条例案…５件　●予算案…４件　●同意案…15件　●その他…７件
●委員会提出議案…１件　●議員提出議案…１件　●議長発議…１件

（●全会一致可決…26件　●賛成多数可決…８件）

Pick Up

東
広
島
市
立
図
書
館
の

　
　

管
理
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

東
広
島
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
（
民
間
な
ど
に
管
理
を
委

託
す
る
制
度
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
業
務
の
範
囲
な
ど
を
定
め
る
た
め
に
、

「
東
広
島
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
改
正
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

至
っ
た
経
緯
は
？

Ａ�　

第
５
次
東
広
島
市
行
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
に
お
い
て
民
間
活
力

を
活
用
し
た
事
業
手
法
へ
の
転
換

を
推
進
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
「
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
指
し
た
最
適
な
事
業

手
法
の
検
討
」
を
行
い
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
コ
ス
ト
比
較
、

導
入
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

Ｑ�　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
の
か
？

Ａ�　

今
後
、
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
作
業
を
行
う
中
で
、
ご
指
摘
の

事
項
を
条
件
に
加
え
る
こ
と
に
つ

い
て
、
協
議
し
て
い
く
。

項　目 内　容

図書館運営経費の削減
市直営での経費約２億９千万円に対し、指定管理で
はサービス拡充分も含め経費は２億８千万円と見込
まれる。

民間事業者のノウハウの
活用

既存サービスの充実や、新しいサービスの提供が期
待できる。

選書などの質の向上 司書の専任により職員の専門性向上が期待できる。

各種行事や講座の充実
人脈を活かした著名な講師を招いての講座や、独創
的な行事の開催が期待できる。

開館時間の拡大
柔軟な雇用形態や人員配置により、開館時間や開館
日の拡大が期待できる。

◎指定管理者制度を導入するメリット

◎指定管理者制度導入後の教育委員会の役割
　図書館運営に関する全市的な方針決定などの基幹的な業務は、これまで
どおり教育委員会が行います。また、指定管理者から定期的に事業報告を
求め、図書館業務が適正に行われているかをチェックします。

◎指定管理者制度導入時期
平成28年４月〜
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
115
号
〉

ふ
る
さ
と
納
税
に

特
産
品
返
礼
制
度
を
導
入

　
「
東
広
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
に
お
い
て
、
全
国
的
に
急
速

な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
地
場
産
品
に
よ
る
返
礼
制
度
を
、
東
広
島
市
に
も
新
た

に
導
入
し
ま
す
。

〈
議
案
第
107
号
〉

西
条
中
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
と
し
て
、
西
条
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強

工
事
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
（
応
札
５
社
・
落
札
率
約
₈₉
％
）
を
実
施
し
、

請
負
契
約
の
締
結
を
し
ま
す
。

◎
内
容

①
運
用
開
始

　
　

平
成
27
年
10
月
か
ら

②
特
産
品
（
予
定
）

　
　

東
広
島
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
商
品

　
　
（ 

業
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ

り
東
広
島
市
が
特
産
品
と

し
て
認
定
し
た
も
の
）

※
東
広
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

 （
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
は
、
東

広
島
市
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

思
う
方
、
東
広
島
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
し
た
い
と
思

う
方
が
、
東
広
島
市
へ
寄
附

を
す
る
も
の
で
す
。

平成27年第２回定例会　議案の概要

寄附者

（市内居住者を含む）
東広島市

寄附金（10,000円以上）

特産品
（寄附金額に応じて寄附者が選ぶ）

※寄附金額のうち2,000円を超える
部分に住民税や所得税の税額控除
もあります。

ふるさと納税特産品返礼制度の概要

◎契約の内容
①工事の内容　　①管理普通教室棟　：延面積� 2,808㎡
　　　　　　　　②管理普通教室棟　：延面積� 367㎡
　　　　　　　　③玄関棟　　　　　：延面積� 47㎡
　　　　　　　　④トイレ・配膳室棟：延面積� 563㎡
②契約金額　　　１億5,999万120円
③契約の相手方　シンクコンストラクション株式会社
④工期　　　　　議会の議決のあった日の翌日から
� 平成28年１月18日まで

校舎の耐震補強工事を
行う西条中学校
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
110
号
〉

火
葬
場
運
営
に

指
定
管
理
制
度
を
導
入

　

東
広
島
市
の
火
葬
場
５
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準
及
び
業
務
の
範
囲
な
ど

必
要
な
事
項
を
定
め
、
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
条
例
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

〈
議
案
第
105
号
〉

西
条
岡
町
駐
車
場
の
立
体
化
整
備
に

伴
い
、現
在
の
指
定
期
間
を
変
更

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
中
、
今
後
整
備
さ
れ
る
各
公
共
施
設
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
西
条
岡
町
駐
車
場
の
立
体
化
を
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
に
合

わ
せ
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
西
条
岡
町
駐
車
場
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
現
行
の
契
約
期
間
を

工
事
着
手
予
定
日
ま
で
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

東
広
島
市
内
の
５
箇
所
の
火
葬
場

（
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
聖
苑
、
豊
浄
苑
、

黒
瀬
斎
場
、
河
内
斎
場
、
安
芸
津
斎

場
）
の
管
理
を
、
民
間
等
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

条
例
の
全
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
主
な
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
、
市
長
が
決
定
し
て
い

た
事
項
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に

も
権
限
を
認
め
た
主
な
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

①
火
葬
場
施
設
の
使
用
許
可

　

② 

火
葬
場
へ
の
入
場
拒
否
、退
去
命

令
、そ
の
他
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

③
休
場
日
の
決
定

　

④
使
用
時
間
の
決
定

◎
変
更
の
内
容

　

現
在
の
指
定
管
理
者
に
対
す
る
指

定
期
間
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
し
た
。

　

変
更
後
は
、芸
術
文
化
ホ
ー
ル「
く

ら
ら
」
の
開
館
時
期
に
合
わ
せ
、
立

体
化
工
事
に
着
手
す
る
た
め
に
、
平

成
27
年
８
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

完
成
に
合
わ
せ
、
新
た
に
指
定
管
理

者
を
募
集
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

平成27年第２回定例会　議案の概要

安芸津斎場 黒瀬斎場

河内斎場 豊浄苑

ひがしひろしま聖苑

規 格（ 想 定 ） １，２，３階，屋上（４層）
駐車台数220台

業者選定方法 プロポーザル方式

契 約 形 態 リース契約

事 業 費 ７億1,800万円
（10年間リースにかかる上限額）

西条岡町立体駐車場の計画概要

※�実際の規格については、プロポーザル方式による業者提案を精査
したうえで決定されます。
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平成27年第２回定例会　議案の審査経過

●
議
員
派
遣

　
（
海
外
行
政
視
察
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

派
遣
費
用
が
年
間
140
万
円
か
か
り
、

乳
幼
児
等
医
療
費
の
自
己
負
担
分
500

円
に
例
え
る
と
、
２
千
８
百
人
が
無

料
と
な
る
金
額
で
あ
る
。
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
が
山
積
し
て
い

が
判
断
で
き
な
い
。
世
界
の
流
れ
の

中
で
、
日
本
、
そ
し
て
東
広
島
が
動

い
て
い
る
、
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
文
化
も
違
い
、
歴
史
も

違
う
他
国
へ
行
っ
て
見
聞
を
広
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●�
議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

宮
川
誠
子
議
員

　

指
定
管
理
が
い
い
の
か
悪
い
の

か
、
ど
う
い
う
や
り
方
で
指
定
管
理

る
東
広
島
で
、
海
外
視
察
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
。

●
議
員
派
遣

　
（
海
外
行
政
視
察
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
日
本
国
内
、
東
広
島
市

内
の
こ
と
だ
け
を
見
て
い
て
は
状
況

が
行
わ
れ
る
の
か
、
今
後
の
東
広
島

市
の
図
書
館
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
中
身
が
、
委
員
会
審
査

に
お
い
て
十
分
に
議
論
さ
れ
て
な
い
。

よ
っ
て
是
か
非
か
判
断
が
で
き
な
い

た
め
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

賛
成

 

加
根
佳
基
議
員

　

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
中
で
、

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
行
う

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶
議
員
派
遣

議
案
第
108
号

議
案
第
109
号

議
案
第
110
号

議
案
第
111
号

議
案
第
112
号

議
案
第
118
号

議
員
提
出

議
案
第
２
号会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

山下　　守 議 議 議 議 議 議 議 議

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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べ
き
で
あ
る
。

　

民
間
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、

歳
出
削
減
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 
谷　
晴
美
議
員

　

図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
は
、

全
国
で
12
％
に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

社
会
教
育
施
設
の
導
入
全
体
の
30
％

に
比
べ
て
決
し
て
多
く
な
い
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
政
府
で
す
ら
、
図
書
館
へ
の
導

入
は
な
じ
ま
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

よ
っ
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
公
的
責
任
が
後
退
す

る
と
考
え
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

大
谷
忠
幸
議
員

　

図
書
館
の
蔵
書
の
質
と
量
は
、
そ

の
町
の
知
的
レ
ベ
ル
を
示
す
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
そ
れ
ら
を
管
理
す
る
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
質
的
に
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
考
え
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
108・
109
号（
市
民
ホ
ー

ル
建
設
事
業
の
請
負
契
約
変
更
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

日
本
共
産
党
は
当
初
か
ら
、
建
設

の
縮
小
や
地
下
の
埋
蔵
物
の
抜
き
取

り
費
用
の
対
応
を
求
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
費
用
は
、
現
在

で
も
多
く
の
市
民
か
ら
税
金
の
無
駄

使
い
で
あ
る
と
い
う
根
強
い
批
判
が

あ
り
、
合
併
後
10
年
た
ち
新
た
な
問

題
に
も
直
面
し
て
い
る
中
、
将
来
に

も
影
響
す
る
大
事
業
で
あ
る
た
め
反

対
す
る
。

●
議
案
第
112
号

　
（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

軽
減
世
帯
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
こ

と
は
良
し
と
す
る
が
、
保
険
料
の
最

高
限
度
額
を
４
万
円
引
き
上
げ
よ
う

と
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

収
入
の
多
い
大
資
産
家
な
ど
富
裕
層

に
こ
そ
、
も
っ
と
課
税
し
自
治
体
の

国
保
会
計
を
温
め
ら
れ
る
よ
う
な
支

援
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
反
対
と
す
る
。

●�

議
案
第
110
号
（
火
葬
場
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

火
葬
場
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
の
た
め
の
条
例
で
あ
り
、
他
で
も

取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
経
験
豊
か
な

職
員
が
い
な
く
な
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
生
み
、
危
機
管
理
の
リ
ス
ク

回
避
に
も
責
任
が
持
て
な
く
な
る
な

ど
、
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
る
た
め

反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

　
（�

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

 

加
根
佳
基
議
員

　
「
長
期
的
な
観
点
か
ら
確
実
な
運

用
を
行
う
べ
き
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
が
、
現
在
既
に
見
直
さ
れ
実
行
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
硬
直
化
し
て

い
た
積
立
金
の
運
用
を
い
か
に
効
率

化
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
効

果
は
出
て
い
る
。
借
金
は
な
る
べ
く

減
ら
し
な
が
ら
手
元
に
あ
る
資
金
を

大
き
く
す
る
と
い
う
民
間
手
法
を
取

り
入
れ
て
、
既
に
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
は
反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

　
（�

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

 

重
森
佳
代
子
議
員

　

し
っ
か
り
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
構
築
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
「
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め

に
運
用
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
日
本
経

済
へ
の
貢
献
が
目
的
で
は
な
い
」
と

あ
る
が
、
結
果
的
に
日
本
経
済
に
好

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
現
在
の
政
府
の
方
針
通
り
や
っ
て

い
く
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
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総
務
委
員
会

●�

議
案
第
₁0₆
号︵
河
内
地
域
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
新
築
工
事
の
請
負
契
約
︶

　
　
　
　

入
札
状
況
と
予
定
価
格
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

応
札
２
者
、
予
定
価
格
１

億
５
千
₇
十
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

こ
の
契
約
は
建
築
工
事
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
設
備
や

備
品
関
係
な
ど
は
別
契
約
だ
と
思
う

が
、
地
域
セ
ン
タ
ー
は
住
民
自
治
協

議
会
や
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
平
成

27
年
度
中
に
完
成
す
る
の
か
。

　
　
　
　

電
気
・
機
械
・
設
備
・
備

品
に
つ
い
て
は
別
契
約
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
平
成
27

年
度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

QＡQＡ

●
議
案
第
115
号

　
︵
一
般
会
計
補
正
予
算
第
₁
号
︶

　
　
　
　

消
防
団
加
入
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
は
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
額
国
の
財

源
に
よ
り
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

来
年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
く
予
定

な
の
か
。

　
　
　
　

事
業
効
果
を
検
証
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
国
の
財
源
が

な
く
て
も
事
業
内
容
を
見
直
し
た
形

で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

特
産
品
返
礼
制
度
を
10
月
か

ら
運
用
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

運
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
る
の
か
。

QＡQ

委
員
会
審
査
概
要

　
　
　
　

ま
ず
は
委
託
事
業
者
を
選

定
し
、
そ
の
後
、
特
産
品
に

つ
い
て
は
、
東
広
島
発
も
の
づ
く
り

逸
品
な
ど
、
東
広
島
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
中
心
に
選
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

●�

議
案
第
₁₁₁
号
︵
図
書
館
の
設
置
及

び
管
理
条
例
の
制
定
︶

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

ど
れ
く
ら
い
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
図
れ
る
の
か
。

ＡQ

　
　
　
　

現
在
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

指
定
管
理
で
や
れ
ば
、
概
ね

３
千
万
円
減
の
２
億
₆
千
万
円
で
こ

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
と
い
う

試
算
が
あ
る
が
、
今
回
は
２
千
万
円

を
加
え
た
２
億
８
千
万
円
で
、
今
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く

に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
応
募
者
で
競

争
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
内
容
と

金
額
を
も
っ
て
指
定
管
理
者
を
定
め

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
最
終
的

な
金
額
は
ま
だ
確
定
し
て
は
い
な
い
。

Ａ

東広島市立中央図書館

件数 金額（円）
H20 １件 5,000,000
H21 ５件 17,700,000
H22 ６件 1,715,000
H23 ３件 1,168,047
H24 ３件 900,000
H25 ９件 3,181,000
H26 13件 369,000
計 40件 30,033,047

ふるさと納税の状況
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●�

議
員
提
出
議
案
第
₂
号
︵
年
金
積

立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の

た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
︶

　
　
　
　

株
式
等
の
リ
ス
ク
性
資
産

割
合
を
高
め
る
方
向
で
の
急

激
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
既
に
議
論

さ
れ
見
直
し
を
行
い
実
行
さ
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
が

如
何
か
。

　
　
　
　

国
内
債
券
に
つ
い
て
、

60
％
か
ら
35
％
に
な
る
と
い

う
の
は
、
や
は
り
急
激
な
変
更
で
あ

り
、
国
民
の
年
金
制
度
に
対
す
る
信

頼
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、

国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を

毀
損
し
か
ね
な
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
₁₁0
号
︵
火
葬
場
の
設
置
及

び
管
理
条
例
を
制
定
︶

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
死
体
埋
火
葬

許
可
と
施
設
使
用
許
可
の
許
可
権
者

が
別
々
に
な
る
が
、
手
続
き
に
不
都

合
が
生
じ
た
り
は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
指
定
管
理
の

条
件
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

葬
祭
業
と
施
設
管
理
業
の

両
方
を
兼
ね
備
え
る
業
者
へ

指
定
管
理
に
出
す
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
専
門
的
な
有
資
格
者
の
有
無

等
に
よ
り
参
加
で
き
る
業
者
が
限
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

QＡQ

　
　
　
　

指
定
管
理
業
務
の
う
ち
、

一
部
に
つ
い
て
は
、
市
の
同

意
の
も
と
外
部
委
託
す
る
こ
と
を
認

め
て
お
り
、
元
請
に
有
資
格
者
が
い

な
く
て
も
指
定
管
理
は
可
能
で
あ
る
。

●�

議
案
第
₁₁₆
号
︵
産
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
₁
号
︶

　
　
　
　

志
和
流
通
団
地
造
成
事
業

に
お
い
て
工
事
期
間
の
₇
カ

月
の
短
縮
と
は
、
具
体
的
に
何
が
要

因
で
短
縮
出
来
た
の
か
。

　
　
　
　

実
施
設
計
に
お
い
て
精
査

し
た
結
果
、
当
初
見
込
ん
で

い
た
、
調
整
池
が
不
要
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

ＡQＡ

建
設
委
員
会

●�

議
案
第
₁0₅
号︵
西
条
岡
町
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
︶

　
　
　
　

岡
町
駐
車
場
を
立
体
化
す

る
た
め
に
、
指
定
期
間
を
変

更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
規

格
の
立
体
駐
車
場
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

今
後
、
設
計
と
施
工
を
一

括
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
か

け
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
市
の

予
定
と
し
て
は
３
階
建
、
４
層
、
駐

車
台
数
220
台
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
現
在
の
指
定
管
理

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
は
発
生
し

な
い
の
か
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
承
諾
を
得

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題

は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡQＡ

志和流通団地
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文教厚生委員会行政視察
◆視察日：平成27年７月６日～８日
◆視察先： 群馬県前橋市、滋賀県大津市、兵庫

県姫路市
　前橋市では市民の芸術や美術活動を応援する
美術館（アーツ前橋）について、大津市ではモ
デル事業として以前から取り組まれている生活
困窮者自立支援事業について、姫路市では平成
21年度から取り組まれている小中一貫教育に
ついて、それぞれの先進的な取り組みについて
視察を行った。

市民経済委員会行政視察
◆視察日：平成27年７月１日～３日
◆視察先：群馬県高崎市、富山県黒部市、
　　　　　石川県小松市
　高崎市では中心市街地活性化基本計画（まち
なか商店リニューアル事業、まちなかコミュニ
ティサイクル、まちなかオープンカフェ）につ
いて、富山県黒部市では有害鳥獣対策について、
石川県小松市ではこまつ環境パートナーシップ
について、それぞれ先進的な取り組みについて
視察を行った。

総務委員会行政視察
◆視察日：平成27年７月29日～31日
◆視察先：大阪府富田林市、千葉県千葉市、
　　　　　千葉県船橋市

　富田林市では、消防団活動（重機隊、救助資
機材、救助資機材搭載型車両）について、千葉
市では、市民協働（ちば市民協働レポート）に
ついて、船橋市では、期日前投票システムを利
用した避難者把握について、それぞれ視察を
行った。

建設委員会行政視察
◆視察日：平成27年７月１日～３日
◆視察先：岩手県紫波郡紫波町、
　　　　　山形県酒田市

　紫波町では、官民連携によるまちづくりで全
国的に注目を浴びている都市整備事業「オガー
ルプロジェクト」について、酒田市では、空き
家対策のための条例を制定していることから、
その先進的取り組みについて視察を行った。
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耳マーク
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物づくりの楽しさ
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（西条）

　海外の子供たちに、絵本を届ける活動をご

存知でしょうか。

　その活動とは、さまざまな理由から絵本の

足りない海外の地域の子供たちに、日本の絵

本に訳文シールを貼って送る運動です。

　子供たちに届ける本を読みすすめるうちに、

これを手に取る姿を思い、幸せと平和そして

未来を祈らずにはいられません。

　「本の力」が子供たちの「生きる力」になり

ますように。私が今、いつでも本が読めるこ

とに感謝しつつ・・・。

　この活動を知る機会を与えてくれた図書館

の読活コーナー。これからも新しい出逢いが

あることを願い、足を運びたいと思っています。

　皆さんもご一緒に、図書館へいかがでしょ

うか。

　戦後貧しい生活の中で過ごした少年時代。

　木や竹を削る道具は鎌、鉛筆削りは包丁。

釘は叩いて伸ばして使う、そのような生活を

してきたことが今になって生きて働く力に

なったのではないかと思っている。

　退職後11年目、やはり子どもたちと向き合っ

て何かをすることが私には向いているのか、そ

の道しかなかったのか、ボケ防止を兼ねてか、空

気を吸うように自然にそんな日々になっている。

　木工、竹細工を中心とした物づくりの材料

集めや準備をするのも、また一苦労。

　とは言え、完成したときの子どもたちの歓

声と笑顔で喜ぶ姿を目の当たりにする時、今

までの疲れも忘れる。気分は現役時代。とは

いっても年と体力と相談しながら１日１日を

大切にしながらできるところまで。

次回定例会のお知らせ

■委員会等のインターネット中継を開始しました
　常任委員会や全員協議会の様子が、インターネットライブ中継で視聴できます。市議会ホームページからアクセスできます。
■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局︵082︶₄20⊖09₆₆へお問い合わせください。

http: / /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima. jp/s i te/shi-gikai /
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※お詫びと訂正
　６月発行の「市議会だより第165号」に誤りがありました。22ページ下段のselect.2の中で、「５ｍ以上の崖地かつ５戸以上の被害想定家屋が
ある場合」となっていましたが、正しくは「５ｍ以上の崖地かつ２戸以上の被害想定家屋がある場合」でした。お詫びして、訂正します。

東広島市議会
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土間上の小屋組
　旧木原家住宅は、かつては離れ屋敷や酒蔵などが主屋の南側や背後に並
び、豪商のたたずまいを見せていました。土間上の小屋組は、江戸初期の
民家だけに見られる四天柱式構法と呼ばれる独特のもので、それを支える
柱が棟まで達するなど、土間から見上げると実際よりも高く感じられます。

市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー ８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー ４２０ー ０９６６
FAX.０８２ー ４２４ー ９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima.jp/si te/shi-gikai /

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより、東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は東広島市議会事務
局（左記）までお寄せください。
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国の重要文化財
　　旧木原家住宅（高屋町白市）


